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ログイン 

 

機能概要 

ユーザーIDとパスワードの認証を行い、システムにログインします。 

 

ログイン 

システムにログインします。 

 

ユーザーIDとパスワードを入力し、「ログイン」ボタンをクリックします。 

 
 

  

［注意事項］ 

ログインに一定回数以上失敗すると、システムへのログインが一時的に不可になりま

す。回数は設定により異なります。 

ユーザーIDとパスワードは 

どちらも大文字・小文字の 

区別がされます。 
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メニュー表示／ログアウト 

 

機能概要 

システムメニュー、お知らせが表示されます。 

社員番号、社員名、ログイン日時が表示されます。 

システムからログアウトします。 

 

画面からの遷移方法 

・ログイン後、最初に表示されます。

 
・任意の画面から「TOP」リンクをクリックして遷移します。 

 
  

ダイアログなどの特殊なページ以外は

画面左上に「TOP」へのリンクが 

表示されます。 
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メニュー表示 

画面上部にメニューが表示されます。 

 
メニューから機能選択中は、色が変わります。 
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お知らせ確認 

お知らせの確認を行います。 

 

お知らせ 
全社員に向けられたお知らせが表示されます。 

 

操作者へのお知らせ 
操作者本人へのお知らせが表示されます。 

リンクをクリックすることで操作者の『社員情報表示』画面へ遷移します。 

 

 

  

［補足説明］ 

お知らせが一定数以上存在する場合は、「全件表示する」ボタンが表示されます。 

ボタンをクリックすると全てのお知らせを確認できます。 

 

欄の最上部に最新の情報が

表示され、下に行くほど 

古い情報になります。 
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お知らせ削除 

お知らせの削除を行います。 

 

お知らせ欄にある「削除」ボタンをクリックします。 

 
表示されたダイアログを確認し、「OK」ボタンをクリックします。 

お知らせが削除されます。 
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ログアウト 

システムからログアウトします。 

 

画面右上にある「ログアウト」をクリックします。 

 
システムからログアウトします。 

 

以下の画面が表示されます。 

「ログイン画面へ」のリンクをクリックすると、ログイン画面に遷移します。 

 
 

 

[補足説明] 

システムの設定によって「ログイン画面へ」のリンクが非表示の場合があります。 

[注意事項] 

セキュリティ上、システムを終了する際は必ずログアウトをするようにしてください。 
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社員検索 

 

機能概要 

社員番号、社員名、部門を指定して社員を検索します。 

 

メニューからの遷移方法 

・「システム管理者」→「マスタメンテ」→「企業情報管理」→「社員検索」 
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社員検索 

条件を指定して社員の検索を行います。 

 

「社員検索画面」を表示します。 

 

 

社員番号・社員名指定 
社員番号・社員名の絞り込みを行います。 

 

テキストボックスに社員番号、社員名を入力します。 

 
閲覧部門指定 
検索対象の部門の絞り込みを行います。 

 

「部門選択」ボタンをクリックします。 

 
  

[補足説明] 

検索対象は操作者を含む全社員です。 

 

社員番号、社員名、部門指定は必須ではありません。 

選択した項目に対してのみ絞り込みを行います。 

 

また、条件を指定せずに、「検索」ボタンをクリックした場合は、操作者が閲覧可能な 

部門に所属する全社員が表示されます。 

大文字・小文字は 

区別されます。 
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「閲覧範囲選択」画面がダイアログで表示されます。 

 
検索を行う部門にチェックを入れ、「決定」ボタンをクリックします。（複数選択可能） 

 
「検索条件」欄に選択した部門が表示されます。 

 
  

チェックされた部門は 

緑色で表示されます。 
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検索実行 
条件に該当する社員の検索を行います。 

 

条件を選択し、「検索」ボタンをクリックします。 

 
条件に該当する社員が表示されます。 

 
社員名のリンクをクリックします。

 
社員の「社員情報表示」画面が表示されます。 

 
 

クリックで検索結果に戻ります。 
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文字入力制限一覧 

 
  

10文字以内、半角英数字のみ 

20文字以内 



    

 

 

システム管理者用操作マニュアル       Copyright© 2012 System Integration Service Corporation. 
17  

社員情報表示 

 

機能概要 

社員情報が表示されます。 

社員情報の編集を行います。 

 

メニューからの遷移方法 

・「システム管理者」→「マスタメンテ」→「企業情報管理」→「社員検索」 

『社員検索』画面の検索結果から遷移する。 
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社員情報表示 

検索対象社員の社員情報の確認を行います。 

 

「社員情報表示」画面を表示します。 

 
 

 

  

［補足説明］ 

設定されている場合のみ、ユーザー任意項目が表示されます。 
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閲覧部門表示 
社員の閲覧可能部門と評価権限の確認を行います。 

 

「閲覧部門表示」ボタンをクリックします。 

 
「閲覧部門表示」画面がダイアログで表示されます。 

 
  

閲覧可能な部門は、 

緑色で表示されます。 

ユーザーの所属組織は、 

アイコンが表示されます。 

社員がマネージャー 

または教育担当者権限を持つ

場合のみ表示されます。 
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社員情報編集 

社員情報の編集を行います。 

 

「社員情報表示」画面を表示します。 

「修正」ボタンをクリックします。 

 
「社員情報編集」画面が表示されます。 
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変更する項目に編集内容を入力し、「確定」ボタンをクリックします。 

 
「社員情報表示」画面が表示され、社員情報が更新されます。 

 
所属選択 
社員の所属する部門の変更を行います。 

 

「所属選択」ボタンをクリックします。 
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「組織選択」画面がダイアログで表示されます。 

変更する部門のラジオボタンを選択し、「決定」ボタンをクリックします。 

 

 
 

 

「社員情報編集」画面の所属に、選択した部門が表示されます。 

「確定」ボタンをクリックします。 

 
編集内容が確定されます。 

  

［注意事項］ 

所属部門を変更すると自動的に閲覧部門が変更されます。 

閲覧部門を変更後に所属部門を変更した場合は、閲覧部門を再度確認してください。 
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閲覧部門選択 
閲覧可能な部門、評価権限を持つ部門の変更を行います。 

 

「閲覧部門選択」ボタンをクリックします。 

 
「閲覧部門選択」画面がダイアログで表示されます。 

 
  

社員がマネージャー 

または教育担当者権限を持つ

場合のみ表示されます。 
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閲覧を可能にする部門にチェックを入れます。（複数選択可能） 

 
チェックした部門の部門名をクリックすると、評価権限の設定ができます。 

 

 

  

[補足説明] 

評価権限とは、社員に対して習得スキルの承認・却下などの評価を行う権限を 

指します。 

チェックされた部門は 

緑色で表示されます。 
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「決定」ボタンをクリックしてダイアログを閉じます。

 
「確定」ボタンをクリックします。 

 
編集内容が確定されます。 

 

  

［注意事項］ 

所属している部門によって閲覧部門が異なるため、 

閲覧部門を変更する場合は、先に所属部門を設定してください。 
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社員情報削除 

社員情報の削除を行います。 

 

 

「社員情報表示」画面を表示します。 

 

「削除」ボタンをクリックします。 

 
確認のダイアログが表示されるので「OK」ボタンをクリックします。 

 
社員情報が削除されます。 

 

［注意事項］ 

社員情報を削除するとその社員はシステムにログインすることができなくなります。 

また、削除した社員の習得スキルや目標設定などを他の社員が閲覧することも 

できません。社員情報は一度削除すると復元することができませんのでご注意下さい。 
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文字入力制限一覧 

 
 

  

10文字以内、半角英数字のみ 

 
20文字以内、全角のみ 

10文字以内、半角英数字のみ 

 

3文字以上10文字以内、半角英数字のみ 

 
3文字以上10文字以内、半角英数字のみ 

 

100文字以内、Eメール形式 

 

10文字以内、半角数字のみ 
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ユーザー一括取込 

 

機能概要 

社員の情報を登録することができます。 

CSVファイルを用いて、複数人の情報を一括して登録することができます。 

 

メニューからの遷移方法 

・「システム管理者」→「マスタメンテ」→「企業情報管理」→「社員一括取込」 
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CSVファイル取込 

CSVファイルの取り込みを行います。 

 

「社員一括取込画面」を表示します。 

 

社員情報を記載したCSVファイルを用意します。 

CSVファイルの作成方法については『社員一括取込用CSV仕様』を参照してください。 

 

「参照」ボタンをクリックするとダイアログが表示されます。 

取り込むCSVファイルを選択し、「開く」ボタンをクリックします。 

 
ファイル選択後、「アップロード」ボタンが表示されるのでクリックします。 
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正しく読み込まれるとCSVファイルのデータが一覧で表示されます。 

 

［注意事項］ 

ＣＳＶファイルのサイズは上限が定められています。 

 
上限の超えるサイズのＣＳＶファイルを選択するとエラーが表示されます。 

 
上限以下のサイズのＣＳＶファイルでも、登録社員数が多い場合は、読込に時間が 

掛かり失敗の原因になります。 

登録社員数が多い場合、一度に全て取り込むのではなく小分けにする事を推奨します。 



    

 

 

システム管理者用操作マニュアル       Copyright© 2012 System Integration Service Corporation. 
31  

 

読み込んだCSVファイルに何らかの問題があった場合、一覧の先頭に赤文字で表示され

ます。 

 
CSVファイルの修正を行う場合は下記の注意事項を参考にし、エラーとなった登録社員情

報を見なおしてください 

[注意事項] 

ＣＳＶファイル以外を選択して「アップロード」をクリックすると、エラーダイアログが表示さ

れます。 

「ＯＫ」をクリックし、ＣＳＶファイルを選択してください。 

 

エラーの発生した登録社員情報は、先頭にまとめて 

表示されます。 
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［注意事項］ 

エラーが発生した場合、以下のことを確認し、『社員一括取込用ＣＳＶ仕様』を参照して修

正を行ってください。 

 

・項目数は合っているか？ 

項目数が多い、または少ない場合エラーになります。 

項目数が合っているか確認してください。 

 

・文字の種類は合っているか？ 

項目によって使用出来る文字の種類が決まっています。（半角英数字のみなど） 

指定された文字の種類以外を使用していないか確認してください。 

 

・文字数は正しいか？ 

項目毎に最大文字数、最低文字数が決まっています。 

入力した文字数が規定値以内であるか確認してください。 

 

・必須項目に空欄がないか？ 

必須項目が未入力の場合、エラーになります。 

必須項目が全て埋まっているか確認してください。 

 

・部門ＣＤ（部門コード）は正しいか？ 

存在しない部門ＣＤが入力されているとエラーになります。 

入力した部門ＣＤが存在するものか確認してください。 

 

・重複はないか？ 

社員番号やログインＩＤが登録済みのものと重複している場合、エラーになります。 

同じ社員番号やログインＩＤを既に登録していないか確認してください。 
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登録 

アップロードしたCSVファイルの登録を行います。 

 

「社員一括取り込み」画面を表示します。 

 

 

「登録」ボタンをクリックします。 

 
  

[補足説明] 

エラーになるデータが存在する場合も、登録は実行できます。 

その場合、正常なデータのみが登録されます。 

 

全件がエラーの場合、登録ボタンをクリックすることができません。 

アップロードしたＣＳＶファイルを確認してください。 

 

全件エラーの場合、 

登録ボタンがクリック 

できません。 
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確認ダイアログが表示されるので「ＯＫ」をクリックします。 

 
 

登録が完了するとダイアログが表示されます。 

件数を確認し、「ＯＫ」をクリックします。 

 
 

社員情報が登録されます。 
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社員一括取込用CSV仕様 

 

◆ファイル仕様 

 

ファイル形式 テキスト 

ファイル名 
任意文字列 ＋ 拡張子(.csv) 

例） 社員情報一括取込用.csv 

ヘッダー有無 有(一行目情報は読み取られません) 

クォート なし 

区切り文字 カンマ（,） 

文字コード Shift-JIS 

改行コード <CR><LF> 

 

 

◆CSVフォーマット 

※   色付きで表示されているものは必須項目です。 

 
 項目 文字種 文字数 入力例 補足説明 

1 社員番号 半角英数 10 0001 既に登録されているものは利用できません。 

2 社員名 任意 20 テスト 太郎 
 

3 ログイン ID 半角英数 10 id0001 既に登録されているものは利用できません。 

4 パスワード 半角英数記号 4-10 password 
 

5 部門 CD 半角英数 - DEP00000 
部門との紐付けを行うためのコードです。 

システムに登録された値と一致するものを入力してください。 

6 役職名 任意 - 部長 
システムに登録された役職を入力してください。 

設定しない場合は未入力にしてください。 

7 E メールアドレス 半角英数 100 test4@xxx.co.jp 
 

8 役職番号 半角数値 10 0 
役職番号を設定しない場合には 

「0」を入力してください。 

9 上長権限 全角 1 ○ 
権限を与える場合は「○」を入力します。 

設定しない場合は未入力にしてください。 

10 教育担当者権限 全角 1 ○ 
権限を与える場合は「○」を入力します。 

設定しない場合は未入力にしてください。 

11 システム管理者権限 全角 1 ○ 
権限を与える場合は「○」を入力します。 

設定しない場合は未入力にしてください。 

12 ユーザー任意項目 1 任意 400 
 

システムで設定すると最大 5件まで設定できます。 

利用しない場合は入力しないでください。 

13 ユーザー任意項目 2 任意 400 
 

14 ユーザー任意項目 3 任意 400 
 

15 ユーザー任意項目 4 任意 400 
 

16 ユーザー任意項目 5 任意 400 
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◆CSVフォーマット 

  Excelで参照した場合 

 
 

  テキストエディタで参照した場合 
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タスク・スキル管理 

 

機能概要 

タスク・スキルの新規作成、編集、削除、紐付け変更（移動）を行います。 

 

メニューからの遷移方法 

・「システム管理者」→「マスタメンテ」→「タスク・スキル管理」→「タスク・スキル編集」 
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タスク追加 

タスクの追加を行います。 

 

「タスク一覧」画面を表示します。 

 

大タスク追加 
大タスクの追加を行います。 

 

「大タスク新規追加」アイコンをクリックします。 

 
「大タスク追加」画面がダイアログで表示されます。 

テキストボックスにタスク名を入力し、「確定」ボタンをクリックします。 

 
大タスク一覧に追加されます。 
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中タスク追加 
中タスクの追加を行います。 

 

中タスクは大タスク内に作成します。 

大タスク名をクリックすると「編集メニュー」が表示されます。 

メニューから「中タスク追加」をクリックします。 

 
 

「中タスク追加」画面がダイアログで表示されます。 

テキストボックスに中タスク名を入力します。 

 
中タスクの追加には「回答ランクパターン」の設定が必要です。 

コンボボックスから「回答ランクパターン」を選択します。 

 

 

  

［補足説明］ 

コンボボックスの中に「選択してください」以外の習得スキル回答パターンが無い場合、 

『回答ランクパターン作成』から回答ランクパターンの作成を行なって下さい。 
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「確定」ボタンをクリックします。

 
 

中タスクが一覧に追加されます。 
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小タスク追加 
小タスクの追加を行います。 

 

小タスクは中タスク内に作成します。 

中タスク名をクリックすると「編集メニュー」が表示されます。 

メニューから「小タスク追加」をクリックします。 

 
「小タスク追加」画面がダイアログで表示されます。 

テキストボックスに小タスク名を入力し、「確定」ボタンをクリックします。 

 

 
小タスクが一覧に追加されます。 
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タスク編集 

タスクの編集を行います。 

 

「タスク一覧」画面を表示します。 

 

編集を行うタスクをクリックし「編集メニュー」を表示します。 

メニューから「編集」をクリックします。 

 
ダイアログで「タスク編集」画面が表示されます。 

［補足説明］ 

タスクによって編集できる内容が異なります。 

 

大タスク・小タスク 

「タスク名称」変更と「表示」設定変更が行えます。 

 
中タスク 

「タスク名称」変更と「表示」設定変更、「習得スキル回答パターン」の変更が行えます。 
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タスク名称編集 
タスク名称の編集を行います。 

 

「タスク編集」画面を表示します。 

テキストボックスに編集内容を入力し、「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
編集対象のタスク名称が変更されます。 
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表示設定変更 
タスク表示設定の変更を行います。 

 

「タスク編集」画面を表示します。 

「表示」の項目を確認します。 

 
「表示」欄にある「ON」「OFF」はクリックで切り替えます。 

 

「OFF」の状態で「確定」ボタンをクリックすると非表示設定となります。 

 
 

確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
編集対象のタスク表示設定が変更されます。 

非表示に設定されたものは、灰色で表示されます。 

 

 

［補足説明］ 

非表示設定になっているタスクは『習得スキル登録』『目標設定』などの画面で表示され

なくなります。 

非表示設定のタスク。 

「ON」は表示状態を意味します。 

「OFF」は非表示状態を意味します。 
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習得スキル回答パターン変更 
習得スキル回答パターンの変更を行います。 

 

 

  

［注意事項］ 

「習得スキル回答パターン」を変更する際、変更前と変更後で「回答ランクパターン」の 

設問数が異なると下記のメッセージが表示されます。 

 
この状態で「確定」ボタンをクリックすると確認のダイアログが表示されます。 

 
『習得スキル』の提出が既に行われている場合、編集前に提出した習得スキルと編集後

に提出した習得スキルの整合性は保てなくなります。 

 

その場合、『レベル判定条件作成』の大きな見直しと、スキルの再提出が必要になる為、

注意して下さい。 
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「タスク編集」の画面を表示します。 

コンボボックスから回答ランクパターンを選択し、「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
編集対象の習得スキル回答パターンが変更されます。 
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タスク削除 

タスクの削除を行います。 

 

 

削除を行うタスクをクリックし「編集メニュー」から「削除」をクリックします。 

 
  

［注意事項］ 

タスクを削除する際、タスクに追加されていた全ての情報が失われてしまいます。 

注意してください。 

 

（例）中タスクを削除する場合 

 
 

タスクを削除すると、既にそのタスクを使ってレベル判定条件を作成している場合、 

『レベル判定条件作成』を見直す必要があります。 

また、そのタスクに紐付く提出済みの習得スキルも全て削除されます。 

 

レベル判定条件については『レベル判定条件作成』を参照して下さい。 

習得スキルについては一般権限の『習得スキル登録』を参照して下さい。 

 

タスクの削除は他の設定に大きな影響を与えます。 

細心の注意を払って行なって下さい。 

紐付けが行われている小タスクが全

て削除されます。 
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確認ダイアログが表示されます。 

内容を確認してチェックボックスにチェックを入れ、「OK」ボタンをクリックします。 

タスクが削除されます。 
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タスク表示順変更 

タスクの表示順の変更を行います。 

 

「タスク一覧」画面を表示します。 

 

表示順の変更を行うタスクをクリックし、「編集メニュー」を表示します。 

「表示順変更」をクリックします。 

 

［補足説明］ 

タスクによって表示される内容が異なります。 

 

大タスク 

大タスクを選択した場合、全ての大タスクが表示されます。 

 
中タスク・小タスク 

中タスク・小タスクを選択した場合、ひとつ上の階層に紐付けられたタスクが 

表示されます。 

 

中、小タスクの場合は

タスク階層が表示され

ます。 
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表示順を変更する行を、ドラッグアンドドロップで変更先の行へ移動します。 

移動したタスクは背景が水色になります。 

「確定」ボタンをクリックします。 

 
表示順を確認するダイアログが表示されます。 

正しい順番になっているか確認し「OK」ボタンをクリックします。 

 
タスク表示順が変更されます。 

 

  

変更後の表示順が表示

されます。 

移動したタスク 
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タスク紐付け変更 

タスクの紐付け変更（移動）を行います。 

 

「タスク一覧」画面を表示します。 

 

 

タスクをクリックし、「編集メニュー」から「紐付け変更」をクリックします。 

 
 

「タスク紐付け変更」画面が表示されます。 

灰色で表示されているのは現在紐付けが行われているタスクです。 

 

[補足説明] 

大タスクは最上位階層のため、下図のように「紐付け変更」のメニューはありません。 

 

現在紐付けが行われて

いるタスク 
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紐付け先を選択し、「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認のダイアログが表示されます。 

 

 

内容を確認し、「OK」ボタンをクリックします。 

編集対象のタスクの紐付けが変更されます。 

 

[補足説明] 

紐付け先には、ひとつ上の階層のタスクが選択できます。 

紐付いているタスク、スキルは一緒に変更されます。 

［注意事項］ 

タスクの紐付け変更で、習得スキルの整合性が失われる可能性があります。 

 

小タスクの紐付けの変更で、下図の確認のダイアログが表示される場合、移動先の中タ

スクの回答ランクパターンと、現在紐付けが行われている中タスクの回答ランクパターン

の設問数が異なります。 

 
詳しくは『習得スキル回答パターン編集』の注意事項を参照してください。 
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スキル追加 

小タスクに紐付くスキルの追加を行います。 

 

「タスク一覧」画面を表示します。 

 

スキルの追加を行う小タスクをクリックし、「編集メニュー」を表示します。 

「スキル編集」をクリックします。 

 
「スキル編集」画面が表示されます。 

 
「スキル」欄に、追加するスキルの名称を入力し、「スキル追加」ボタンをクリックします。 
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「編集」欄に入力したスキルが追加されます。 
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スキル編集 

スキルの編集を行います。 

 

「タスク一覧」画面を表示します。 

 

スキルの編集を行う小タスクをクリックし、「編集メニュー」を表示します。 

「スキル編集」をクリックします。 

 
「スキル編集」画面が表示されます。 

「編集」欄のテキストボックスに編集内容を入力し、「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 

 
編集対象のスキル名称が変更されます。 
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スキル表示順変更 

スキルの表示順の変更を行います。 

 

「タスク一覧」画面を表示します。 

 

スキルの表示順変更を行う小タスクをクリックし、「編集メニュー」を表示します。 

「スキル編集」をクリックします。 

 
「スキル編集」画面が表示されます。 

 
表示順を変更する行を、ドラッグアンドドロップで変更先の行へ移動します。 

移動したタスクは背景が水色になります。 

「確定」ボタンをクリックします。 

 
  

移動したタスク 
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確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
スキルの表示順が入れ替わります。 
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スキル紐付け変更 

スキルの紐付け変更（移動）を行います。 

 

「タスク一覧」画面を表示します。 

 

 

スキルの紐づけを行う小タスクをクリックし、「編集」メニューを表示します。 

「スキル編集」をクリックします 

 
スキル編集画面が表示されます 

 

紐付けを変更したいスキルの「変更」ボタンをクリックします。 

 
「スキル紐付け変更」画面がダイアログで表示されます。 

 
  

［注意事項］ 

スキル紐付けの変更によって、既にレベル判定条件を作成している場合、 

レベル判定条件の更新が必要になります。 
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「紐付け変更先タスク名」のコンボボックスをクリックすると 

同一中タスク内の全ての小タスクが選択できます。 

 

灰色で表示されているのは現在紐付けが行われているタスクです。 

スキルに設定されている補足説明があれば、一緒に変更されます。 

 
紐付け変更先を選択し「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認のダイアログが表示されます。 

内容を確認し「OK」ボタンをクリックします。 

 
スキルの紐付けが変更されます。 

 

  

現在紐付けが行われて

いるタスクです。 
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スキル削除 

スキルの削除を行います。 

 

「タスク一覧」画面を表示します。 

 

 

スキルの削除を行う小タスクをクリックし、「編集」メニューを表示します。 

「スキル編集」をクリックします。 

 
削除したいスキルの「削除」ボタンをクリックします。 

 
 

  

［注意事項］ 

スキルを削除する際に、レベル判定条件にそのスキルが紐付いている場合、 

再度レベル判定条件を作成する必要があります。 

また、その『レベル判定条件条件』を使用しているフレームワークに対して 

『習得スキル』が提出されていた場合、それらの情報も全て削除されます。 

 

レベル判定条件条件については『レベル判定条件条件作成』、 

習得スキル提出については、一般権限の『習得スキル登録』を 

参照してください。 
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確認ダイアログが表示されます。 

内容を確認してチェックボックスにチェックを入れ、「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

スキルが削除されます。 

  

［注意事項］ 

スキルを削除すると、スキルに設定されていた補足説明も全て削除されます。 

補足説明については『補足説明追加』を参照してください。 
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補足説明追加 

スキルに補足説明の追加を行います。 

 

「タスク一覧」画面を表示します。 

 

スキルの補足説明の追加を行う小タスクをクリックし、「編集」メニューを表示します。 

「スキル編集」をクリックします。 

 
補足説明の追加を行うスキルの「編集」ボタンをクリックします。 

 
「スキル補足説明編集」画面が表示されます。 
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「補足説明内容」テキストボックスに追加する補足説明の内容を入力し、 

「補足説明追加」ボタンをクリックします。 

「編集」欄に入力した補足説明が追加されます。 

 
補足説明が追加されたスキルは、「スキル編集」画面で「編集」の背景が橙色で表示され

ます。 

 
 

  

補足説明が存在するスキル 
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補足説明内容編集 

補足説明内容の編集を行います。 

 

スキルの補足説明内容の編集を行う小タスクをクリックし、「編集」メニューを表示します。 

「スキル編集」をクリックします。 

 
補足説明の編集を行うスキルの「編集」ボタンをクリックします。 

 
「スキル補足説明編集」画面が表示されます。 

テキストボックスに編集内容を入力し、「確定」ボタンをクリックします。 

 
  

編集内容を入力します 
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確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
編集対象のスキル補足説明内容が変更されます。 
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補足説明表示順変更 

補足説明内容の表示順の変更を行います。 

 

「スキル補足説明編集」画面を表示します。 

 

表示順を変更する行を、ドラッグアンドドロップで変更先の行へ移動させます。 

移動されたスキル補足説明は背景水色で表示されます。 

「確定」ボタンをクリックします。 

 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
スキル補足説明の表示順が変更されます。 

 

  

移動したスキル補足説明 
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補足説明削除 

補足説明の削除を行います。 

 

「スキル補足説明編集」画面を表示します。 

 

削除を行うスキル補足説明の「削除」ボタンをクリックします。 

 
確認のダイアログが表示されます。 

内容を確認し、「OK」ボタンをクリックします。 

 
補足説明が削除されます。 
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文字入力制限一覧

 
  

1文字以上40文字以内 

1文字以上40文字以内 

1文字以上40文字以内 
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1文字以上400文字以内 

1文字以上400文字以内 

1文字以上400文字以内 

1文字以上400文字以内 
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回答ランクパターン作成 

機能概要 

タスクに紐付けを行う回答ランクパターンの新規作成、編集、削除を行います。 

 

メニューからの遷移方法 

・「システム管理者」→「マスタメンテ」→「フレームワーク管理」→「その他」→ 

「回答ランクパターン作成」
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回答ランクパターン新規作成 

回答ランクパターンの新規作成を行います。 

 

「回答ランクパターン編集」画面を表示します。 

 

「新規作成」欄のテキストボックスに、作成を行う回答ランクパターンの名称を入力し、 

「新規作成」ボタンをクリックします。 

 

 
「編集」欄に入力した回答ランクパターンが追加されます。 

 
  



    

 

 

システム管理者用操作マニュアル       Copyright© 2012 System Integration Service Corporation. 
72  

回答ランクパターン名称編集 

回答ランクパターン名称の編集を行います。 

 

「回答ランクパターン編集」画面を表示します。 

 

編集を行う回答ランクパターンの「編集」ボタンをクリックします。 

 
「回答ランクパターン詳細編集」画面が表示されます。 

 
「回答ランクパターン名称」のテキストボックスに編集内容を入力します。 
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「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
「回答ランクパターン一覧」画面が表示され、回答ランクパターン名称が変更されます。 
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回答ランクパターン表示設定 

回答ランクパターンの表示設定を行います。 

 

「回答ランクパターン編集」画面を表示します。 

 

 

表示設定の変更を行う回答ランクパターンの、「編集」ボタンをクリックします。 

 
「回答ランクパターン詳細編集」画面が表示されます。 

 
  

[注意事項] 

回答ランクパターンの表示設定を非表示にすると、『タスク・スキル管理』で 

表示されず、選択不可能となります。 
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「基本設定」欄の「表示・非表示」項目を変更します。 

「ON」「OFF」はクリックで切り替えます。 

 
  

［補足説明］ 

タスクに紐付けられている回答ランクパターンは、非表示に設定することができません。 

タスクに紐付けられている回答ランクパターンは、鍵のアイコンが表示されます。 

表示設定の変更を行う場合、タスクと回答ランクパターンの紐付けを解除してください。 

※『タスク・スキル管理』の『習得スキル回答パターン編集』を参照 

「ON」は表示状態を意味します。 

「OFF」は非表示状態を意味します。 

タスクに紐付けられている状態 
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「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
 

非表示に設定されたものは、一覧画面で背景が灰色になります。 

 
  

非表示に設定されている 

回答ランクパターン 
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回答ランク回答文編集 

回答ランクの回答文の編集を行います。 

 

回答文の編集を行う回答ランクパターンの、「編集」ボタンをクリックします。 

 
「回答ランクパターン詳細編集」画面が表示されます。 

 
各回答ランクの「回答文」テキストボックスの内容を編集します。 
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入力後、「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
回答ランクパターンに回答ランク回答文が設定されます。 
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回答ランク表示設定 

回答ランクの表示設定の切り替えを行います。 

 

 

表示設定の切り替えを行う回答ランクパターンの、「編集」ボタンをクリックします。 

 
「回答ランクパターン詳細編集」画面が表示されます。 

非表示に設定したい回答ランクの「非表示」にチェックを入れます。（複数選択可能）

 
チェック後、「確定」ボタンをクリックします。 

 
  

［注意事項］ 

非表示に設定した回答ランクは、『習得スキル入力』画面に表示されなくなります。 

回答ランクを使用しない場合は、非表示に設定してください。 

非表示に設定したい回答ランクに、チェックを入れます。 
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確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
チェックを入れた回答ランクが非表示に設定されます。 

 
表示設定に戻したい場合は、「非表示」チェックボックスのチェックを外します。 

 
チェックを外した後、「確定」をクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
  

灰色で表示されている回答ランクは 

非表示に設定されています。 
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チェックを外した回答ランクは表示状態に設定されます。 
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回答ランクパターン表示順変更 

回答ランクパターンの表示順の入れ替えを行います。 

 

表示順を変更する行を、ドラッグアンドドロップで変更先の行へ移動させます。 

移動された回答ランクパターンは背景が水色になります。 

変更が完了後、「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
順番が正しく入れ替わります。 

 
  

表示順が更新されます。 

 

移動した回答ランクパターン 
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回答ランクパターン削除 

回答ランクパターンの削除を行います。 

 

 

削除を行う回答ランクパターンの「削除」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
回答ランクパターンが削除されます。 

 

 

［補足説明］ 

タスクと紐付けられている回答ランクパターンは削除できません。 

タスクと紐付けられている回答ランクパターンは、「削除」ボタンの代わりに鍵のアイコン

が表示されます。 

 
削除を行う場合、タスクと回答ランクパターンの紐付けを解除してください。 

詳しくは『タスク・スキル管理』の『習得スキル回答パターン編集』を 

参照してください。 

タスクに紐付けられている状態 
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文字入力制限一覧

 

1文字以上40文字以内 

40文字以内 ※未入力可 

1文字以上40文字以内 
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レベル条件パターン管理 

 

機能概要 

レベル条件パターンの作成、編集、削除を行います。 

レベル判定条件で使用する回答比率を設定します。 

 

メニューからの遷移方法 

・「システム管理者」→「マスタメンテ」→「フレームワーク管理」→「その他」→ 

「レベル条件パターン作成」 
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レベル条件パターン新規作成 

レベル条件パターンの新規作成を行います。 

 

「レベル条件パターン編集」画面を表示します。 

 

「新規作成」ボタンをクリックします。 

 
「レベル条件パターン編集」画面が表示されます。 

テキストボックスに、レベル条件パターンの名称を入力します。 

 
「表示・非表示」の設定をします。 

 

 

 
 

［注意事項］ 

非表示に設定したレベル条件パターンは、『フレームワーク管理』画面に表示されなくなり

ます。 
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［補足説明］ 

専門分野（または人材モデル）に紐付けられているレベル条件パターンは、 

鍵マークが表示され、表示設定の変更が出来ません。 

 

 
表示設定を変更する場合、専門分野（または人材モデル）との紐付けを解除してくださ

い。 

詳しくは『フレームワーク管理』を参照してください。 

フレームワークに紐付けされている状態 
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「ON」「OFF」はクリックで切り替えます。 

「OFF」の状態で「確定」ボタンをクリックすると非表示設定となります。 

 
「レベル範囲」を設定します。 

初期値は「Lv.1～Lv.1」です。 

スライダーを移動させ、最小レベルと最大レベルを設定します。 

 
 

 

 

「確定」ボタンをクリックします。 

 
  

［補足説明］ 

レベルは 1から 10の間で設定できます。 

スライダー スライダー 

スライダーは、ドラッグアンドドロップで移動できます。 

または、スライドさせたい場所でクリックすると 

移動します。 

 

「ON」は表示状態を意味します。 

「OFF」は非表示状態を意味します。 
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確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
レベル条件パターンが新規に作成されます。 

 

「レベル範囲」で設定した範囲内のレベル（以下、「有効レベル」）は青色で表示されます。 

範囲外のレベル（以下、「無効レベル」）は灰色で表示されます。 

 
 

  

有効レベル 無効レベル 
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レベル条件パターン詳細設定 

「コア」「サブ」毎に回答比率の設定を行います。 

 

「レベル条件パターン編集」画面を表示します。 

 

 

回答比率設定 
回答比率の設定を行います。 

 

 

回答比率の設定を行う「コア」「サブ」を選択します。

 
「編集」ボタンをクリックします。 

 
 

「レベル条件パターン詳細編集」画面が表示されます。 

 

［補足説明］ 

「コア」「サブ」とは、タスクの区分を表します。 

タスクの区分には「担当（コア）タスク・関連（サブ）タスク」が存在します。 

回答比率とは、レベル判定をする際に条件とする、回答ランクの割合を指します。 

（例）小タスクに紐付くスキルが 10ある場合 

LV1の回答比率を R1(50%)とすると、10あるスキルの内、5以上のスキルに対して、R1を

回答する必要があります。 

設定する「コア」「サブ」 
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有効レベルのマスをクリックすると、コンボボックスが表示されます。

 
回答比率を変更する場合は、コンボボックスの値を変更します。

 
設定後、「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
「レベル条件パターン編集」画面が表示されます。 

設定した回答比率が表示されます。 

 

クリックする 
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回答比率削除 
回答比率の削除を行います。 

 

「詳細設定」のコンボボックスから、回答比率を削除する「コア」「サブ」を選択します。 

 
選択後、「編集」ボタンをクリックします。 

 
「レベル条件パターン詳細編集」画面が表示されます。 

 
  

［補足説明］ 

全ての「コア」「サブ」の回答比率がまとめて表示されます。 

 

凡例 
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コンボボックスをクリックします。 

空欄を選択するとコンボボックスが消え、回答比率が削除されます。 

 

 
「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
設定内容が反映されます。 
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レベル条件パターン名称変更 

レベル条件パターンの名称変更を行います。 

 

「レベル条件パターン編集」画面を表示します。 

 

名称を変更するレベル条件パターンの「編集」ボタンをクリックします。 

 
「レベル条件パターン編集」画面が表示されます。 

「レベル条件パターン名称」の内容を編集します。 
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「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

レベル条件パターン名称が変更されます。 

 
レベル条件パターン名称が変更されます。 
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レベル条件パターン表示変更 

レベル条件パターンの表示設定の変更を行います。 

 

「レベル条件パターン編集」画面を表示します。 

 

 

表示設定を変更するレベル条件パターンの「編集」ボタンをクリックします。 

 
「レベル条件パターン編集」画面が表示されます。 

 

［注意事項］ 

非表示に設定したレベル条件パターンは、『フレームワーク管理』画面に表示されなくなり

ます。 
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「基本設定」欄の「表示・非表示」の項目を確認します。 

「ON」「OFF」はクリックで切り替えます。 

「OFF」の状態で「確定」ボタンをクリックすると非表示設定となります。 

 

「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

［補足説明］ 

専門分野（または人材モデル）に紐付けられているレベル条件パターンは、 

鍵マークが表示され、表示設定の変更が出来ません。 

 

 
表示設定を変更する場合、専門分野（または人材モデル）との紐付けを 

解除してください。 

詳しくは『フレームワーク管理』を参照してください。 

「ON」は表示状態を意味します。 

「OFF」は非表示状態を意味します。 

フレームワークに紐付けされている状態 
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表示状態が設定されます。 

非表示に設定されたものは、一覧画面で背景が灰色になります。

 
 

  

非表示に設定されている 

レベル条件パターン 
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レベル範囲変更 

有効レベルの範囲の変更を行います。 

 

「レベル条件パターン編集」画面を表示します。 

 

 

レベル範囲の変更を行うレベル条件パターンの「編集」ボタンをクリックします。 

 
「レベル条件パターン編集」画面が開きます。 

 
スライダーを移動させ、最小レベルと最大レベルを設定します。 

 

 

［注意事項］ 

レベル範囲の変更は、レベル判定条件に影響を与えます。 

 

人材モデル（専門分野）に紐付いているレベル条件パターンの変更を行った場合、 

その人材モデル（専門分野）のレベル判定条件の『レベル判定条件更新』を 

行ってください。 

詳しくは『レベル判定条件作成』を参照してください。 

［補足説明］ 

レベルは 1から 10の間で設定できます。 
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変更後、「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
有効レベルの範囲が変更されます。 

  

スライダー スライダー 

スライダーは、ドラッグアンドドロップで移動できます。 

または、スライドさせたい場所でクリックすると 

移動します。 
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レベル条件パターン表示順変更 

レベル条件パターンの表示順入れ替えを行います。 

 

「レベル条件パターン編集」画面を表示します。 

 

表示順を変更する行を、変更先の行へドラッグアンドドロップで移動させます。 

移動されたレベル条件パターンは背景水色で表示されます。 

表示順入れ替え後、「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認のダイアログが表示されるので「OK」をクリックします。 

 
表示順が更新されます。 

 
  

移動したレベル条件パターン 
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レベル条件パターン削除 

レベル条件パターンの削除を行います。 

 

「レベル条件パターン編集」画面を表示します。 

 

 

削除を行うレベル条件パターンの「削除」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
一覧から削除対象のレベル条件パターンが削除されます。 

 

 

 

［補足説明］ 

人材モデル（専門分野）と紐付いているレベル条件パターンは、 

削除することができません。 

人材モデル（専門分野）と紐付いているレベル条件パターンは、 

以下のように鍵のアイコンが表示されます。 

 
削除を行う場合、レベル条件パターンと人材モデル（専門分野）の紐付けを 

解除してください。 

詳しくは『レベル条件パターン設定』を参照してください。 

人材モデル（専門分野）と紐付けられている状態 
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文字入力制限一覧

 
  

1文字以上40文字以内 
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フレームワーク管理 

 

機能概要 

フレームワーク、人材モデルの設定やレベル範囲の設定などを行います。 

人材モデルに専門分野の追加を行います。 

 

メニューからの遷移方法 

・「システム管理者」→「マスタメンテ」→「フレームワーク管理」→「フレームワーク編集」 
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フレームワーク新規作成 

フレームワークの新規作成を行います。 

 

「フレームワーク編集」画面を表示します。 

 

「フレームワーク名称」テキストボックスに、作成するフレームワーク名称を入力します。 

「新規作成」ボタンをクリックします。 

 
「編集」欄に入力したフレームワークが新規に作成されます。 
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フレームワーク名称編集 

フレームワークの名称編集を行います。 

 

「フレームワーク編集」画面を表示します。 

 

編集を行うフレームワークの「詳細編集」ボタンをクリックします。 

 
「フレームワーク詳細編集」画面が表示されます。 

 
「基本設定」欄の「フレームワーク名称」テキストボックスに編集内容を入力します。 

「修正内容確定」ボタンをクリックします。 
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確認ダイアログが表示されるので「OK」ボタンをクリックします。 

 
「フレームワーク編集」画面が表示され、フレームワーク名称が変更されます。 
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人材モデル名称／専門分野名称編集 

フレームワークの人材モデル名称と専門分野名称の編集を行います。 

 

「フレームワーク編集」画面を表示します。 

 

「編集」の一覧から編集を行うフレームワークの「詳細編集」ボタンをクリックします。 

 
「フレームワーク詳細編集」画面が表示されます。 

 

人材モデル名称編集 
人材モデルの名称の編集を行います。 

 

「基本設定」欄の「人材モデル名称」テキストボックスに編集内容を入力します。 

「修正内容確定」ボタンをクリックします。

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
「フレームワーク編集」画面が表示され編集内容が反映されます。 

 

［補足説明］ 

この項目での人材モデル名称はフレームワークに対する人材モデル全体の名称を 

指します。 

個別の人材モデルは『人材モデル追加』で設定を行います。 
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専門分野名称編集 
専門分野名称の編集を行います。 

 

  

［補足説明］ 

専門分野を利用しない設定の場合、下図のように「専門分野名称」テキストボックスが灰

色で表示され入力できない状態になっています。 

 

初期表示では、専門分野を利用しない設定になっています。 

 
専門分野を利用する場合はチェックを入れます。 

チェックを入れると専門分野名称が入力できるようになります。 

 

専門分野が利用できる

状態になると入力できる

ようになります。 

灰色で表示され、入力が

できない状態。 
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「専門分野名称」テキストボックスに編集内容を入力します。 

 
「修正内容確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
「フレームワーク編集画面」が表示され編集内容が反映されます。 

 

 

  

［補足説明］ 

この項目での専門分野名称はフレームワークに対する専門分野全体の名称を 

指します。 

個別の専門分野は『専門分野追加』で設定を行います。 
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専門分野を利用しない設定にする場合はチェックを外します。 

 

チェックが外れると下図のように「専門分野名称」が灰色で表示され、専門分野利用しない

設定になります。 

 
「修正内容確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
「フレームワーク編集」画面が表示され編集内容が反映されます。 
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[補足説明] 

専門分野が複数追加されている場合は専門分野を使用しない設定にできません。 

チェックボックスの隣に鍵マークが表示されます。 

 
専門分野を利用しない設定にする場合は、『人材モデル・専門分野削除』か専門分野を

削除し、ひとつの人材モデルにつき専門分野をひとつにする必要があります。 

 

複数専門分野が登録されている場合 

ひとつにする必要があります。 
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フレームワーク表示設定 

フレームワークの表示設定を行います。 

 

「フレームワーク編集」画面を表示します。 

 

表示設定を行うフレームワークの「詳細編集」ボタンをクリックします。 

 
「フレームワーク詳細編集」画面が表示されます。 

 
 

「基本設定」欄の「表示」項目を確認します。 

 

 
「ON」「OFF」はクリックで切り替えます。 

  

「OFF」は非表示状態を意味します。 

「ON」は表示状態を意味します。 
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「OFF」の状態で「修正内容確定」ボタンをクリックすると非表示設定となります。 

「修正内容確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
フレームワークが非表示に設定されます。 

 

非表示に設定されたものは背景が灰色で表示されます。 

 
 

 

  

[補足説明] 

ここで非表示に設定したフレームワークは、『習得スキル作成』画面で 

表示されなくなります。 

非表示に設定されている 

フレームワーク 
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人材モデル追加 

フレームワークに人材モデルの追加を行います。 

 

「フレームワーク編集」画面を表示します。 

 

「編集」欄から、人材モデルを追加するフレームワークの「人材モデル編集」ボタンを 

クリックします。 

 
「人材モデル編集」画面が表示されます。 

専門分野を利用しない設定になっている場合、「専門分野追加」の項目は非表示になりま

す。 

 
「人材モデル追加」欄の「人材モデル名称」テキストボックスに、追加したい人材モデルの

名称を入力します。 

「人材モデル追加」ボタンをクリックします。 

 
  

専門分野を利用しない

設定の場合表示されま

せん。 
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「修正」欄に人材モデルが追加されます。 

 

専門分野を利用しない場合は専門分野の項目が空の状態で表示されます。 

 
  

専門分野を利用しない設定では専門分野 

のテキストボックスは利用できません。 
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専門分野追加 

専門分野の追加を行います。 

 

「フレームワーク編集」画面を表示します。 

 

専門分野を追加するフレームワークの「人材モデル編集」ボタンをクリックします。 

 
「人材モデル編集」の画面が表示されます。 

「専門分野追加」欄が表示されているか確認します。 

 
表示されていない場合は、専門分野を利用しない設定になっています。 

『専門分野名称編集』から専門分野を利用する設定にしてください。 

 

追加先の人材モデルをコンボボックスから選択します。 
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「専門分野追加」欄に専門分野の名称を入力します。 

 

 

「専門分野追加」ボタンをクリックすると、専門分野が追加されます。 

 
  

［補足説明］ 

専門分野追加時にレベル条件パターンの設定を行うことができます。 

「レベル条件パターン」コンボボックスから選択します。 

 

レベル条件パターンの選

択は後からでも可能で

す。 
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レベル条件パターン設定 

人材モデル、または専門分野にレベル条件パターンの設定を行います。 

 

「フレームワーク編集」画面を表示します。 

 

レベル条件パターン設定を行うフレームワークの「人材モデル編集」ボタンを 

クリックします。 

 
「人材モデル編集」画面が表示されます。 
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「修正」の項目からレベル条件パターンの設定を行います。 

 

専門分野を利用しない設定になっている場合は人材モデル毎、 

専門分野を利用する設定になっている場合は専門分野毎に、レベル条件パターンを 

設定します。 

 

設定したい人材モデル、または専門分野のコンボボックスをクリックし、 

レベル条件パターンを選択します。 

 

 

「修正内容確定」ボタンをクリックします。 

 
  

[補足説明] 

レベル条件パターンのコンボボックスの中身が「選択してください」しか表示されない場合

は、『レベル条件パターン作成』からレベル条件の作成を行なってください。 

専門分野を利用している場合

は専門分野毎にレベル条件

パターンを設定します。 

専門分野を利用していない場

合は人材モデルにレベル条件

パターンを設定します。 
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確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
レベル条件パターンが設定されます。 
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人材モデル・専門分野名称変更 

人材モデルと専門分野の名称の変更を行います。 

 

「フレームワーク編集」画面を表示します。 

 

 

フレームワークの「人材モデル編集」ボタンをクリックします。 

 
「人材モデル編集」画面が表示されます。 

 
編集を行う「名称」欄に編集内容を入力し、「修正内容確定」ボタンをクリックします。 

 
 

[補足説明] 

専門分野を使用しない設定になっている場合、専門分野名称の編集は行えません。 
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確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
編集内容が確定されます。 
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人材モデル・専門分野削除 

人材モデルと専門分野の削除を行います。 

 

 

「フレームワーク編集」画面からフレームワークの「人材モデル編集」ボタンをクリックしま

す。 

 
「人材モデル編集」の画面が表示されます。 

 
  

［補足説明］ 

人材モデルに追加されている全ての専門分野を削除することはできません。 

人材モデルに追加されている専門分野がひとつの場合は、専門分野の「削除」ボタンが

クリックできません。 

 

ひとつの人材モデルに対して専門分

野がひとつしかない場合は削除ボタ

ンがクリックできません。 
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削除を行う人材モデル、専門分野の「削除」ボタンをクリックします。 

 
 

確認ダイアログが表示されます。 

内容を確認してチェックボックスにチェックを入れ、「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

「削除」ボタンをクリックした人材モデル、または専門分野が削除されます。 

  

[注意事項] 

人材モデルを削除すると、紐付けされている専門分野も一緒に削除されます。 

複数の専門分野を追加している場合は注意してください。 

 

左の人材モデルを削除すると、右の専門分野2つも同

時に削除されます。 
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人材モデル・専門分野表示順変更 

人材モデル・専門分野の表示順の変更を行います。 

 

「フレームワーク編集」画面を表示します。 

 

「人材モデル編集」ボタンをクリックします。 

 
「人材モデル編集」の画面が表示されます。 

 
人材モデルと専門分野の「表示順」欄の番号が昇順で表示されています。 

専門分野は、人材モデルの中での昇順になっています。 
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並び替えたい順番を「表示順」テキストボックスに半角数字で入力し、「修正内容確定」を 

クリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
表示順が入れ替わります。 
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人材モデル・専門分野表示・非表示設定 

人材モデルと専門分野の表示設定を行います。 

 

「フレームワーク編集」画面を表示します。 

 

「人材モデル編集」ボタンをクリックします。 

 
「人材モデル編集」の画面が表示されます。 

 
 

非表示に設定したい人材モデルまたは専門分野の「非表示」欄にチェックを入れます。 

（複数選択可能） 
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「人材モデル」のチェックボックスをクリックすると、紐付けされている専門分野全てが非表

示に設定されます。 

 

 

「修正内容確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
  

［補足説明］ 

人材モデルに対して、ひとつしか専門分野が追加されていない場合は、専門分野のみを

非表示にすることはできません。 

専門分野がひとつしかない場合は、人材モデルにチェックを入れてください。 

人材モデルにチェックを入れると、 

自動的に全てチェックマークが入りま

す。 
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チェックを入れた人材モデル、専門分野が非表示に設定されます。 

 
表示状態に戻したい場合は、「非表示」チェックボックスのチェックを外します。 

 
「修正内容確定」ボタンをクリックします。 

確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
チェックを外した人材モデル、専門分野が表示に設定されます。 

 
  

灰色で表示されているものは 

非表示に設定されています。 
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フレームワーク設定 

人材モデル、専門分野に対してフレームワークの設定を行います。 

 

「フレームワーク編集」画面を表示します。 

 

「詳細編集」ボタンをクリックします。 

 
「キャリアフレームワーク設定」欄から設定を行います。 

 

 

  

[注意事項] 

下図のような画面が表示された場合、人材モデルの追加を先に行う必要があります。 

『人材モデル追加』から人材モデルを追加してください。 
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人材モデル毎（専門分野を利用する設定になっている場合は、専門分野毎）に有効レベル

を設定します。 

 

初めは「有効レベル」が「Lv1～Lv1」に設定されています。 

人材モデル、または専門分野の「有効レベル」のスライダーをドラッグアンドドロップします 

 

 

スライダーを移動させ最小レベルと最大レベルを設定します。 

レベルは1から10の間に設定します。 

 
 

レベルの設定後「修正内容確定」をクリックします。 

 
  

［補足説明］ 

灰色で表示されているものは『人材モデル・専門分野表示・非表示設定』で非表示に設

定した人材モデルまたは専門分野です。 

最大スライダー 最小スライダー 

ドラッグアンドドロップで

移動します 
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確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
フレームワークの有効レベルが設定されます。 
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[補足説明] 

設定する有効レベルは『レベル条件パターン管理』で設定したレベル条件パターンのレベ

ル範囲に収まるように設定してください。 

 

レベル条件パターンの範囲外に有効レベルを設定すると、『レベル判定条件作成』で 

レベル判定条件が正しく更新されなません。 

 

（例）レベル条件パターンが LV.1～LV.6に設定されている場合。 

 

レベル条件パターンのレベル範囲 

Lv.1～Lv.6 

人材モデル・専門分野に設定されている 

レベル条件パターン 

キャリアフレームワークの有効レベル 

Lv1～Lv.6の範囲で設定を行なって下さい。 
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オプション設定 

フレームワークオプションの設定を行います。 

 

「フレームワーク編集」画面を表示します。 

 

フレームワークの「詳細編集」ボタンをクリックします。 

 
「オプション設定」の欄の［＋］をクリックします。 

 
  

［＋］マークをクリックします。 
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「オプション設定」画面が表示されます。 

 
閲覧部門指定 
閲覧部門の指定を行います。 

 

指定した部門以外の社員は、フレームワークを閲覧出来ないように設定します。 

 

「閲覧部門設定」欄を確認します。 

一覧で表示されている部門が、選択しているフレームワークを閲覧可能です。 

閲覧部門指定前は、全ての部門から閲覧できる設定になっています。 

 

「部門指定」ボタンをクリックします。 

 
  

現在閲覧ができる部門です。 
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「閲覧範囲選択」画面がダイアログで表示されます。 

 
チェックマークが入り、緑色で表示されている部門が閲覧可能な部門です。 

 

チェックを外した部門は、黒色で表示されます。 

黒色で表示されている部門はフレームワークを閲覧することができません。 
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「決定」ボタンをクリックします。 

 
フレームワークに閲覧部門が設定されます。 

  

［補足説明］ 

「全て選択」ボタンをクリックすることで、全ての部門にチェックを入れることが出来ます。 

「全て解除」ボタンをクリックすることで、全ての部門のチェックを外すことが出来ます。 
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閲覧権限設定 
フレームワークの閲覧権限の設定を行います。 

 

閲覧部門の中から、権限毎に閲覧の可・不可を設定します。 

 

「閲覧権限設定」欄を確認します。 

初期表示では全ての権限で閲覧が可能な状態になっています。 

 
権限毎に「役職番号」と「閲覧可否」を設定します。 

「修正内容確定」ボタンをクリックします。 

 

 

確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
閲覧権限が設定されます。 

  

［補足説明］ 

「役職番号」欄で設定したレベル以上の社員の閲覧可・不可を設定します。 

 

（例）下図のような設定の場合 

 
・社員は全ての閲覧が不可になります。 

・マネージャーは役職番号 3以上が閲覧可になります。 

・教育担当者は役職番号 3以上が閲覧不可になります。 
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フレームワークコピー 

フレームワークのコピーを行います。 

 

「フレームワーク編集」画面を表示します。 

 

 

「新規作成」欄の「既存のフレームワークをコピーする」のラジオボタンをクリックします。 

 
「コピー元」コンボボックス、「フレームワーク名称」テキストボックスが入力できるように 

なります。 

コンボボックスから、コピー元となるフレームワークを選択します。 

 
テキストボックスに、コピー後のフレームワーク名称を入力し、「新規作成」ボタンを 

クリックします。 

 
 

［補足説明］ 

フレームワークをコピーすると、詳細設定や追加した人材モデルなどもコピーされます。 
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正しくコピーが終了すると、「編集」欄にコピー後のフレームワークが作成されます。 

 
 

［注意事項］ 

フレームワークのコピーはデータの量によって、数分程度かかる場合があります。 

「新規作成」ボタンをクリックし、しばらくその状態でお待ち下さい。 
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文字入力制限一覧

 
  

1文字以上40文字以内 

1文字以上40文字以内 

 

 

1文字以上40文字以内 

 

1文字以上40文字以内 

10桁以下 半角数字 

 

10桁以下 半角数字 

1文字以上40文字以内 

 1文字以上40文字以内 
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1文字以上40文字以内 

1文字以上40文字以内 

 

1文字以上40文字以内 

 

10桁以下 半角数字 
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人材モデルとタスクのクロスリファレンス 

 

機能概要 

クロスリファレンスでは人材モデルとタスクの関連付けを行います。 

各人材モデルの主な担当タスク（コアタスク）と、関連タスク（サブタスク）の 

設定を行います。 

 

メニューからの遷移方法 

・「システム管理者」→「マスタメンテ」→「フレームワーク管理」→「クロスリファレンス」 
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フレームワーク選択 

人材モデルとタスクの関連付けを行うフレームワークの選択を行います。 

 

「人材モデルとタスクのクロスリファレンス」画面を表示します。 

 

コンボボックスから関連付けを行うフレームワークを選択し、「表示」ボタンを 

クリックします。 

 
「人材モデル選択」欄に選択したフレームワークの人材モデル一覧が表示されます。 

 
既にタスクとの関連付けが行われている人材モデルには「タスク設定済み」アイコンが 

表示され、関連付けが行われていない人材モデルには「タスク未設定人材モデルあり」 

アイコンが表示されます。
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人材モデル選択 
クロスリファレンスを設定する人材モデルの選択を行います。 

 

「人材モデル選択」欄から、設定を行う人材モデルをクリックします。 

 
「クロスリファレンス設定」画面が表示されます。 

 

  

[補足説明] 

フレームワークに人材モデルが登録されていない場合は、下図のように 

人材モデル選択欄にメッセージが表示されます。 

 
『フレームワーク管理』の『人材モデル名称／専門分野名称編集』を参照して、選択したフ

レームワークに人材モデルを登録してください。 
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クロスリファレンス設定 

人材モデルに対して担当タスク（コアタスク）と、関連タスク（サブタスク）の設定を行いま

す。 

 

「クロスリファレンス設定」画面を表示します。 

 

クロスリファレンス設定は「簡易設定」と「詳細設定」の2種類があります。 

初期表示では「簡易設定」になっています。 

 

簡易設定 
クロスリファレンスの簡易設定を行います。 

 
クロスリファレンス設定欄をクリックし、人材モデルに対して、担当タスク（コアタスク）と、 

関連タスク（サブタスク）の設定を行います。 

 
  

大タスク 

中タスク 

人材モデル 

専門分野 

クロスリファレンス設定欄 
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クリック毎に「コア」→「サブ」→「未設定」→「コア」…と変化します。 

 
設定後、「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので「ＯＫ」をクリックします。

 

 

「人材モデルとタスクのクロスリファレンス」画面が表示されます。 

クロスリファレンスが設定済みになるとアイコンが変化します。 

 
  

[注意事項] 

クロスリファレンスは『レベル判定条件作成』の「タスクの選択」に影響を与えます。 

レベル判定条件を設定済みのフレームワークのクロスリファレンスを編集すると、 

レベル判定条件が正しく機能しない可能性があります。 

詳しくは『レベル判定条件作成』を参照してください。 



    

 

 

システム管理者用操作マニュアル       Copyright© 2012 System Integration Service Corporation. 
149  

詳細設定 
クロスリファレンスの詳細設定を行います。 

 

「クロスリファレンス設定」画面を表示します。 

「詳細設定」をクリックします。 

 
詳細設定画面が表示されます。 

詳細設定では、より詳細なタスクに対して人材モデルとの関連付けを行う事が出来ます。 

 
簡易設定に戻したい場合は、「簡易設定」リンクをクリックします。

 
 

表に小タスクが表示され、

小タスク毎に「コア」「サブ」

を設定できるようになりま

す。 
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設定後、「確定」ボタンをクリックします。 

 
「詳細設定」で中タスクに紐付けされている小タスクに、「コア」と「サブ」が混在して設定さ

れている場合、「簡易設定」画面では以下のようにピンク色の背景で表示されます。 

 

 
 

 

  

[注意事項] 

確定を行わず「詳細設定」もしくは「簡易設定」のリンクをクリックすると、下記のダイアロ

グが表示されます。

 
変更内容を確定するには、「キャンセル」ボタンをクリックして「クロスリファレンス設定」画

面の「確定」ボタンをクリックして下さい。 

詳細設定画面 

簡易設定画面 
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レベル判定条件作成 

 

機能概要 

レベル判定条件の新規作成、編集、削除を行います。 

 

メニューからの遷移方法 

「システム管理者」→「マスタメンテ」→「フレームワーク管理」→「レベル判定条件作成」 

 
  



    

 

 

システム管理者用操作マニュアル       Copyright© 2012 System Integration Service Corporation. 
152  

フレームワーク選択 

レベル判定条件を作成するフレームワーク選択を行います。 

 

「レベル判定条件作成」画面を表示します。 

 

コンボボックスからフレームワークを選択し、「表示」ボタンをクリックします。 

 
選択したフレームワークの各人材モデル、専門分野の有効レベルに「選択」ボタンが表示

されます。 
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[補足説明] 

背景が赤色で表示されているレベルは、レベル判定条件が未設定です。 

背景が青色で表示されているレベルは、レベル判定条件が正しく設定されています。 

 
 

「レベル判定条件作成」画面の「選択」ボタンは『フレームワーク管理』の『フレームワーク

設定』を元に表示しています。 

 

（例）下図のようなフレームワーク設定の場合 

 
下図のようなフレームワークが表示されます。 

 

レベル判定条件が設定 

されている 

レベル判定条件が未設定 
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[注意事項] 

下記のメッセージが表示された場合、フレームワークが正しく登録されていない可能性が

あります。 

 
以下の点を確認してください。 

 

人材モデル未登録 

『フレームワーク管理』の『人材モデル追加』から、フレームワークに人材モデルが登録さ

れているか確認してください。

 
フレームワークに人材モデルが未登録の場合、『フレームワーク管理』の 

『人材モデル追加』から人材モデルを追加してください。 

 

「人材モデル編集」画面 

「有効な人材モデルが存在しません。」と

表示され、「フレームワーク」が表示され

ない。 



    

 

 

システム管理者用操作マニュアル       Copyright© 2012 System Integration Service Corporation. 
155  

レベル判定条件作成 

レベル判定条件の作成を行います。 

 

「レベル判定条件作成」画面を表示します。 

 
レベル判定条件を作成したい人材モデル、専門分野、Lvの「選択」ボタンをクリックします。 

 
「レベル判定条件作成画面」が表示されます。 

「タスク選択」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 
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「レベル判定条件タスク選択」画面が表示されます。 

登録するタスクを選択します。 

 

 

 

[注意事項] 

下図のメッセージが表示された場合、人材モデルとタスクの関連付けが行われていませ

ん。 

 
『人材モデルとタスクのクロスリファレンス』から人材モデルとタスクの関連付けを行ってく

ださい。 
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[補足説明] 

登録できるタスクは『人材モデルとタスクのクロスリファレンス』で人材モデルと 

関連付けられたタスクです。 

 

（例）『人材モデルとタスクのクロスリファレンス』で下図のように人材モデルにタスクを設

定した場合。

 
『レベル判定条件タスク選択画面』は下図のように表示されます。 

 
選択したいタスクがない場合は、『人材モデルとタスクのクロスリファレンス』から人材モ

デルとタスクを関連付ける必要があります。 
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登録を行うタスクにチェックを入れます。（複数選択可能） 

 
「小タスク」欄にある[＋]をクリックすると、小タスクが表示され選択できるようになります。 

 
中タスクを選択すると、中タスクに関連付けられている全ての小タスクにチェックが入りま

す。 

 
  

選択されたタスクは、背景が青色

で表示されます。 
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タスクを選択し、「決定」ボタンをクリックします。 

 
「レベル判定条件作成画面」が表示されます。 

選択したタスクが登録され、「レベル判定条件」が表示されます。 
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[補足説明] 

「レベル判定条件」欄に表示されている項目は、レベル判定に必要な回答ランクと、 

回答ランクを満たす為に必要なスキル数／スキル総数です。 
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レベル判定条件更新 

レベル判定条件の更新を行います。 

 

一度レベル判定条件を作成しても、他の機能の編集や条件の変更によりレベル判定条件

の更新が必要な場合があります。 

 

「レベル判定条件作成」画面を表示します。 

 

「選択」ボタンをクリックします。 

 
「レベル判定条件作成」画面が表示されます。 

レベル判定条件が正しく設定されていない場合は、下図のようなメッセージが表示されま

す。 

 
 

  

レベル判定条件が無効になっ

た原因が表示されます。 

背景赤色は、条件未設定、もしくはレベル

判定条件の見直しが必要です。 
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メッセージが表示されている場合は、以下を参考に、再設定後に「更新」ボタンをクリックし

てレベル判定条件の更新を行なってください。 

また、条件を変更した場合は「更新」ボタンをクリックし、レベル判定条件を更新してくださ

い。

[補足説明] 

更新を行う必要がある場合は、「更新」ボタンが表示されます。 
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レベル条件パターン未設定 

下記のメッセージが表示された場合、人材モデル、専門分野とレベル条件パターンが 

紐づいていない、もしくは対象レベルがレベル条件パターンの範囲外の可能性が 

あります。 

 
・『フレームワーク管理』の『レベル条件パターン設定』を参照し、 

人材モデル、専門分野とレベル条件パターンが紐付いていることを確認してください。 

 

・『フレームワーク管理』の『フレームワーク設定』を参照し、 

人材モデル、専門分野の有効レベルがレベル条件パターンの範囲内で設定されている 

ことを確認してください。 

 

       

レベル条件パターン回答ランク未設定 

下記のメッセージが表示された場合、回答ランクとレベル判定条件が正しく紐づいていな

い可能性があります。 

 
『レベル条件パターン管理』を参照し、レベル条件パターンの回答ランクが正しく設定され

ていることを確認してください。 

 

タスク・スキル情報変更 

下記のメッセージが表示された場合、『タスク・スキル管理』でタスクやスキルの削除など

が行われた可能性があります。 

 
『タスク・スキル管理』でタスク・スキルの削除・変更が行われると、レベル判定条件が変わ

る為、更新が必要になります。 

 

『タスク・スキル管理』でレベル判定条件に使用されているタスクを削除した場合や『人材

モデルとタスクのクロスリファレンス』で既に設定されているタスクの紐付けを解いた場合、

下図のように必須条件のみが表示されます。 

 

[補足説明] 

充足度とは、レベル判定条件を達成するために必要なタスクを満たす条件の度合いを意

味しています。 
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「更新」ボタンをクリックすると、下図のように削除されたタスクや、紐付けが解除されたタ

スクは削除されます。 

レベル条件パターン変更 

下図が表示された場合、『レベル条件パターン管理』で回答比率の変更が行われた可能

性があります。 

 
「更新」ボタンをクリックすることでレベル判定条件が更新されます。 
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レベル判定条件編集 

レベル判定条件の編集を行います 

 

「レベル判定条件作成」画面を表示します。 

 

 

[注意事項] 

社員が『目標設定』を行っている場合、下記のメッセージが表示されます。 

 
このメッセージが表示されている場合、レベル判定条件の編集は行えません。 

既に『目標設定』が行われているレベルを編集すると、データの整合性が 

失われてしまいます。 

 

上記を理解し、レベル判定条件を編集するときは「編集ロック解除」ボタンをクリックしま

す。 

 
ダイアログが表示されるので「OK」ボタンをクリックします。 

 
レベル判定条件を、編集することが出来るようになります。 

背景が赤色で表示されているタスクは目標設定がされているタスクです。 

編集や削除をする際は、注意して行なって下さい。 

 

目標が設定されているタスク 
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[補足説明] 

条件の編集後は、レベル判定条件の更新を行う必要があります。 

 

条件の編集を行うと「更新」ボタンが表示されます。 

更新ボタンをクリックします。 

 
表示されたダイアログを確認し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 
レベル判定条件が更新され、「更新」ボタンが非表示になります。 
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必須条件設定 

レベル判定条件に必須条件の設定を行います。 

 

必須条件を設定したい「レベル判定条件作成」画面を開きます。 

 

 

中タスク小タスク必須条件 
中タスク、小タスクの必須条件設定を行います。 

 

中タスクと小タスクを確認します。 

下図の設定では3つある小タスクを全て習得すると、「要求（構想）の確認」を習得したこと

になります。 

初期状態では「全て必須」になっています。 

 
  

[注意事項] 

作業の途中で「タスク選択」をクリックすると、必須条件の設定は保存されないまま 

「レベル判定条件タスク選択」画面が表示されてしまいます。 

 
変更内容を確定するには、「キャンセル」ボタンをクリックして処理を中断してから、「更

新」ボタンをクリックして下さい。 

紐付けされている小タスクを

全て習得していれば中タスク

を習得したことになる事を意

味しています。 
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コンボボックスから必須項目を選択し、クリックします。 

 

（例）必須項目が「2つ以上」の場合 

3つある小タスクを2つ以上習得すると、中タスクである「要求（構想）の確認」を 

習得したことになります。 

 
  

[補足説明] 

一つの中タスクに複数の小タスクが紐付けされている場合、「全て必須」のコンボボックス

をクリックすると必須項目の数を選択することができます。 

 

紐付けされている小タスクを2

つ以上習得していれば中タス

クを習得したことになります。 
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次に小タスク毎に表示されている「必須条件」を確認します。 

初期状態では「任意」にチェックが入っています。 

 

（例）中タスクの習得条件が「2つ以上」の場合 

任意の小タスクのうち、2つを習得すれば中タスクを習得したことになります。 

 
「必須条件」の「必須」をクリックしチェックを入れます。 

 

下図の場合、中タスクを習得するために、小タスク「経営要求の確認」は必須条件であり、

「経営要求の確認」の他に任意の小タスクを一つ以上習得する必要がある事を意味しま

す。 

 

「経営要求の確認」を習得しない限り、「要求（構想）の確認」は習得したことになりません。 

 
  

必須条件の小タスクを含めて

2つ以上であれば中タスクを

習得したことになります。 

任意で取得した小タスクが2つ

以上であれば中タスクを習得

したことになります。 
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大タスクと中タスクも同様に設定を行います。 

 

下図の場合、中タスクの「要求（構想）の確認」が必須条件であり、「要求（構想）の確認」を

含めた中タスクを2つ以上取得すると大タスクである「事業戦略>事業戦略策定」を習得し

た事を意味します。 

 
 

大タスク必須条件 
大タスクの必須条件の設定を行います。 

 

大タスクを確認します。 

大タスクは他のタスクと異なり、コンボボックスで選択できる項目が「全て必須」しかありま

せん。 

大タスクを全て習得すると、フレームワークに設定された人材モデル、専門分野の各レベ

ルに達した事になります。 
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大タスクで「全て必須」以外を選択したい場合は、『大タスクのグループ化』を参照して、 

大タスクのグループ化を行なって下さい。 

 

以上を参考に必須条件の設定を行います。 

「更新」ボタンをクリックすると確認のダイアログが表示されるので、 

「OK」ボタンをクリックします。 

 
設定が保存されます。 

  

設定された全ての大タスクを

習得すると、人材モデルの 

レベルに到達した事を意味 

します。 
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条件の削除 

登録したレベル判定条件の削除を行います。 

 

削除を行う条件の「レベル判定条件作成」画面を開きます。 

削除したい小タスクの（-）ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されます。 

内容を確認してチェックボックスにチェックを入れ、「OK」ボタンをクリックします。 

 
選択した小タスクがレベル条件から削除されます。 

 

  

[補足説明] 

中タスクに紐付けされている小タスクが 0個になると、中タスクも削除されます。 

また、大タスクに紐付けされている中タスクが 0個になると、大タスクも削除されます。 

通常は半透明で表示されてい

ます。 

マウスをアイコンに合わせると

と色が付きます。 
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[注意事項] 

目標設定が行われている小タスクを削除すると、目標設定の情報も削除されます。 

 

目標設定が行われている小タスクは、背景が赤色で表示されます。 

削除を行う場合は、目標設定が行われている小タスクの（-）ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されます。 

内容を確認してチェックボックスにチェックを入れ、「OK」ボタンをクリックします。 

 
選択した小タスクがレベル条件から削除されます。 
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レベル判定条件グループ化 

レベル判定条件のクループ化を行います。 

 

レベル判定条件を作成した「大タスク」と「小タスク」はグループ化して扱うことが可能です。 

グループ化したいレベル判定条件の「レベル判定条件作成画面」を開きます。 

 

大タスクグループ化 
大タスクのグループ化を行います。 

 

「タスク一覧」画面を表示します。 

 

グループ化したい大タスク名をクリックします。 

「編集メニュー」が表示されるので「グループ化」をクリックします。 

 
「レベル判定条件グループ化」画面がダイアログで表示されます。 

紐付けしたい大タスクを選択しクリックします。 

「決定」ボタンをクリックします。 
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確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
 

大タスクがグループ化され、「必須条件設定」が「全て必須」以外を選択できるようになりま

す。 

 
  

グループ化され「全て必須」

以外が設定できるようになっ

ています。 
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既にグループ化しているタスクに追加してグループ化を行います。 

新しくグループに加えたいタスクをクリックし、編集メニューから「グループ化」をクリックしま

す。 

 

 
「レベル判定条件グループ化」画面がダイアログで表示されます。 

既にグループ化されているタスクを選択し「決定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 
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大タスクがグループ化されます。 

 

  

［注意事項］ 

既にグループ化されているタスクのメニューから「グループ化」選択すると、下図のように

グループ化が一度解除され新しくグループが作成されます。 

既にあるグループに追加したい場合は必ず追加したいタスクの「編集メニュー」から「グル

ープ化」を選んでください。 
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小タスクグループ化 
小タスクのグループ化を行います。 

 

 

グループ化出来るのは、同一中タスク内で、「コア」「サブ」区分が同じ小タスクです。 

 
グループ化したい小タスクをクリックします。 

「編集メニュー」が表示されるので「グループ化」をクリックします。 

 
  

[補足説明] 

グループ化することで複数の小タスクを１つのタスクとして扱うことができます。 

同一中タスク内 

「コア」「サブ」

区分が同じ 
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「レベル判定条件グループ化」画面がダイアログで表示されます。 

紐付けしたい小タスクを選択し、「決定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
小タスクがグループ化されます。 
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グループ化した小タスクのスキルはまとめて、レベル判定条件の計算が行われます。 

グループ化したことでレベル判定条件が変化します。 

 
既にグループ化しているタスクに追加してグループ化を行います。 

新しくグループに加えたいタスクをクリックし、編集メニューから「グループ化」をクリックしま

す。 
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「レベル判定条件グループ化」画面がダイアログで表示されます。 

既にグループ化されているタスクを選択し「決定」をクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
小タスクがグループ化されます。 
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グループ化解除 
グループ化されたタスクの解除を行います。 

グループ化を解除したいタスクをクリックし、「編集メニュー」から「グループ化解除」をクリッ

クします。 

 
 

確認のダイアログが表示されます。 

「OK」ボタンをクリックします。 

 
タスクのグループ化が解除されます。 

 
  

解除を行うタスク名が表示さ

れます。 
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レベル判定条件コピー 

レベル判定条件のコピーを行います。 

 

コピーを行うレベルの「レベル判定条件作成画面」を表示します。 

 

コピーリンクが表示されているのを確認します。 

 
直下のレベルへ条件コピー 
同じ人材モデル、専門分野の一つ下のレベルに対してレベル判定条件のコピーを 

行います。 

 
 

 

 

  

［補足説明］ 

直下とは同じ人材モデル、もしくは専門分野の行を指します。 

レベル 4であればレベル 3に、レベル 3であればレベル 2に 

レベル判定条件をコピーします。 

 

人材モデル、もしくは専門分野の最低レベルでは「直下のレベルへ条件をコピー」は 

表示されません。 

 

 

左にコピーしていくイメージです。 

（専門分野の最低レベルでは表示され

ません） 

コピーリンク 
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「直下のレベルへ条件をコピー」をクリックします。 

 
 

 

確認ダイアログが表示されます。 

内容を確認してチェックボックスにチェックを入れ、「OK」ボタンをクリックします。 

 
レベル判定条件がコピーされます。 

 
 

  

［注意項目］ 

コピー先にレベル判定条件があった場合、条件が上書きされます。 

 

社員がそのレベルに対して『目標設定』を行なっている場合、その情報も 

上書きされます。 

 

コピーを実行する前に、コピー先の「レベル判定条件画面」を確認してください。 
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全てのレベルへ条件コピー 
全てのレベルに対して、レベル判定条件のコピーを行います。 

同じ人材モデル、専門分野全てのレベルに対してレベル判定条件をコピーします。 

 

 
「全てのレベルへ条件をコピー」をクリックします。 

 

 

確認ダイアログが表示されます。 

内容を確認してチェックボックスにチェックを入れ、「OK」ボタンをクリックします。

 
  

［注意項目］ 

コピー先にレベル判定条件があった場合、条件が上書きされます。 

 

社員がそのレベルに対して『目標設定』を行なっている場合、その情報も 

上書きされます。 

 

コピーを実行する前に、コピー先の「レベル判定条件画面」を確認してください。 

コピーリンク 

一つのレベル判定条件を同じ人材モデ

ル、もしくは専門分野の全レベルへコピ

ーします。 
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レベル判定条件が全てのレベルにコピーされます。 

 
レベル判定条件が自動的に更新されます。 
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キャリアパス作成 

 

機能概要 

キャリアパスの作成、編集、削除を行います。 

キャリアパスとは企業が求める人材モデルへ、どのように近づいていくかを模範的に 

示すものです。 

キャリアパスはフレームワーク毎に設定します。 

 

メニューからの遷移方法 

・「システム管理者」→「マスタメンテ」→「フレームワーク管理」→「その他」→ 

「キャリアパス設定」 
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キャリアパス新規作成 

キャリアパスの新規作成を行います。 

 

「キャリアパス一覧」画面を表示します。 

 

 

「新規作成」欄のコンボボックスから、キャリアパスを登録するフレームワークを 

選択します。  

 
テキストボックスに作成を行うキャリアパス名を入力します。 

 
「新規作成」ボタンをクリックします。 

 
キャリアパスが作成され、「編集」欄に追加されます。 

背景が赤色で表示されているものは、キャリアパスが未設定であることを意味します。  

 
  

［注意事項］ 

フレームワークが登録されていない場合、以下のメッセージが表示されキャリアパスの作

成が行えません。

 
マニュアル『フレームワーク管理』で、フレームワークの登録を行なってから、キャリアパ

スを作成して下さい。 

キャリアパス未設定 
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キャリアパス設定 

キャリアパスの設定を行います。 

 

「キャリアパス一覧」画面を表示します。 

 
設定を行うキャリアパスの「編集」ボタンをクリックします。 

 
「キャリアパス編集画面」が表示されます。 

背景が青色で表示されているマスは、有効レベルに設定されていることを意味します。 

有効レベルにキャリアパスを設定します。 

 
 

有効レベル 

キャリアパスが未設定のものは、 

背景がピンク色で表示されます。 
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有効レベルのマスをクリックし、キャリアパスを設定します。 

目標設定した有効レベルには、矢印が表示されます。 

 
 

［補足説明］ 

『フレームワーク管理』で、専門分野を利用する設定になっている場合は 

専門分野が表示されます。 

その場合は、専門分野毎にキャリアパスを設定します。 

 

［補足説明］ 

有効レベルは『フレームワーク管理』の画面で設定した内容が反映されます。

 
また、以下のメッセージが表示された場合、フレームワークが設定されていません。 

『フレームワーク管理』の『フレームワーク設定』を参照し、フレームワークの設定を行なっ

てください。
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矢印をクリックするとキャリアパスは解除されます。 

 
「確定」ボタンをクリックすると、設定内容が登録されます。 

 
「キャリアパス一覧」画面に登録したキャリアパスが追加されます。 
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キャリアパス編集 

キャリアパスの編集を行います。 

 

「キャリアパス一覧」画面を表示します。 

 

編集を行うキャリアパスの「編集」ボタンをクリックします。 

 
「キャリアパス編集」画面が表示されます。 

キャリアパス名、キャリアパスを編集します。 

 
「確定」ボタンをクリックします。 

 
「キャリアパス一覧」画面が表示され、編集内容が確定されます。 
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キャリアパス削除 

キャリアパスの削除を行います。 

 

「キャリアパス一覧」画面を表示します。 

 

削除を行うキャリアパスの「削除」ボタンをクリックします。 

 

 

確認のダイアログが表示されます。 

削除対象のキャリアパスが正しいことを確認し「OK」をクリックします。 

 
削除対象のキャリアパスが削除されます。 

 
  

［注意事項］ 

削除対象のキャリアパスが、『目標設定』でキャリアパス登録されている場合、 

キャリアパスを削除すると、目標設定のキャリアパスが未登録の状態になります。 

 

削除対象のキャリアパス名が 

表示されます。 

キャリアパスの選択が未登録の状

態になります。 
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文字入力制限一覧

 

1文字以上40文字以内 

1文字以上40文字以内 
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ファストステップ 

 

機能概要 

アンケートや人材モデルなどを入力していくことで、自動的にフレームワークや、 

レベル判定条件を作成することが出来ます。 

 

メニューからの遷移方法 

・「システム管理者」→「ファストステップ」 
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フレームワーク新規作成 

フレームワークの新規作成を行います。 

 

「ファストステップ設定」画面を表示します。 

 

「フレームワーク」欄の「新たにフレームワークを作成する」のラジオボタンを 

クリックします。 

 
「次へ」ボタンをクリックします。 

 
表示されたダイアログを確認し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
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アンケート入力 

アンケートを入力し、企業の求める人材モデルの設定を行います。 

 

「ファストステップ設定」画面の「アンケート入力」画面を表示します。 

 

「質問」欄にアンケートが表示されるので、回答をクリックします。 

新しいアンケートが表示されます。 

続けて答えます。 

 
アンケートの数は回答によって変わります。 

全ての質問に対して回答を行ってください。 

 

最後に「フレームワークのレベル感を設定してください。」の質問が表示されます。 

作成を行う人材モデルにレベルを設定します。 

スライダーをドラッグアンドドロップし、レベルの範囲を設定します。 

 
  

ドラッグアンドドロップで

移動します。 
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レベル感設定のイメージが出来ない場合、「レベル概念」をクリックします。 

 
ダイアログでレベル感のイメージ図が表示されます。 

レベル設定の参考にして下さい。 

 
「次へ」ボタンをクリックします。 
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［補足説明］ 

ファストステップの作業は、途中経過を一時保存し、後から再開することが出来ます。 

 

ファストステップ作業中に「一時保存」ボタンをクリックすることで、内容を保存し作業を 

中断することが出来ます。 

 
中断したファストステップを再開するには、『ファストステップ再開』を参照してください。 

[注意事項] 

ファストステップでは「次へ」ボタンをクリックした際に、それまでに入力した情報を上書き

します。情報を入力したある画面から「戻る」ボタンをクリックして一画面前に戻り、そこで

「次へ」ボタンをクリックして再びその画面へ戻った場合、初めに入力していた情報は全て

消えてしまいます。 

 

（例） 

タスク選択画面で情報を入力し、「一時保存」ボタンをクリックします。 

 
「ファストステップ設定」画面の再開ステータスで「タスク選択」を選択し、「次へ」をクリック

します。 
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入力情報を保持した状態で「タスク選択」画面が表示されます。 

「戻る」ボタンをクリックして「アンケート入力」画面へ遷移します。 

 
「次へ」ボタンをクリックします。 

 
「タスク選択」画面が表示されますが、保持していた入力情報は上書きされます。 
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タスク選択 

タスクの選択を行います。 

 

「ファストステップ設定」画面の「タスク選択」画面を表示します。 

 

「タスク」一覧にアンケートの結果から作成されたタスクが表示されます。 

必要と思われるタスクにチェックを入れます。 

 

 

  

［補足説明］ 

『アンケート入力』の答え方によっては「タスク選択」の画面で下図のように「選択」欄が複

数表示される場合があります。 

 
それぞれ利用するタスクを選択して下さい。 
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チェックが入っているタスクは青色で表示されます。 

チェックが入っていないタスクは白色で表示されます。 

 
「次へ」ボタンをクリックします。 

 
 

  

非選択中のタスク 

選択中のタスク 
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人材モデルとタスクの関連付け 

人材モデルに対して担当タスク（コアタスク）と、関連タスク（サブタスク）の設定を行いま

す。 

 

「ファストステップ設定」画面の「人材モデルとタスクの関連付け」画面を表示します。 

 

 

  

［補足説明］ 

人材モデルは『アンケート入力』の結果から自動的に作成されます。 

人材モデルの追加、編集、削除を行う場合は、「人材モデル編集」ボタンを 

クリックします。 

詳しくは、『人材モデル編集』を参照して下さい。 
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一覧から中タスク毎に担当タスク（コアタスク）と、関連タスク（サブタスク）を設定します。 

 
クロスリファレンス設定欄をクリックし、担当タスク（コアタスク）と、関連タスク（サブタスク）

の設定を人材モデル、専門分野に対して行います。 

 
 

  

人材モデル 

専門分野 
大タスク 中タスク 

設定欄 

組み込み系人材モデルは「ET」 

IT系人材モデルは「IT」と表示 

されます。 
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クリック毎に「コア」→「サブ」→「未設定」→「コア」…と変化します。 

 
人材モデル、専門分野毎に設定を行います。 

人材モデル、専門分野のメインの業務には「コア」を、補助的な業務には「サブ」を 

設定します。 

 

初めから『アンケート入力』と『タスク選択』を元に「コア」「サブ」は設定されています。 

必要に応じて変更をしてください。 

 

「次へ」をクリックします。 
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人材モデル編集 
人材モデルの編集を行います。 

 

「ファストステップ設定」画面の「人材モデルとタスクの関連付け」画面を表示します。 

 

「人材モデル編集」ボタンをクリックします。 

 
  

［補足説明］ 

『人材モデルとタスクの関連付け』で人材モデルの編集が必要な場合、 

この機能から編集を行います。 

人材モデルの編集が必要ない場合は『フレームワーク設定』に進んで下さい。 
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「人材モデル編集」画面が表示されます。 

 
人材モデル追加 
人材モデルの追加を行います。 

 

テキストボックスに追加を行う人材モデルの名称を入力し、「人材モデル追加」ボタンを 

クリックします。 

 
「修正」の欄に人材モデルが追加されます。 

 
 

専門分野追加 
人材モデルに専門分野の追加を行います。 

 

コンボボックスから追加先の人材モデルを選択します。 
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テキストボックスに、追加する専門分野の名称を入力し、「専門分野追加」ボタンを 

クリックします。 

 
選択した人材モデルに専門分野が追加されます。 

 
 

人材モデル・専門分野名称変更 
人材モデルと専門分野名称の変更を行います。 

 

「修正」欄の人材モデル、専門分野名称の変更を行うテキストボックスに 

編集内容を入力します。 

「修正内容確定」ボタンをクリックします。 

確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
人材モデル、専門分野名称が変更されます。 
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人材モデル・専門分野名称削除 
人材モデル・専門分野の削除を行います。 

 

削除したい人材モデル、専門分野の「削除」ボタンをクリックします。 

 
確認のダイアログが表示されます。 

 

 

  

［注意事項］ 

人材モデルを削除すると、追加されている専門分野も一緒に削除されます。 

複数の専門分野を追加している場合は注意してください。 

 

人材モデルを削除すると、専門分野3つも

同時に削除されます。 
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内容を確認してチェックボックスにチェックを入れ、「OK」ボタンをクリックします。 

 
削除対象の人材モデル、専門分野が削除されます。 

 
人材モデル・専門分野の表示順変更 
人材モデル・専門分野の表示順の入れ替えを行います。 

 

「表示順」の番号が昇順で表示されます。 

並び替えたい順番を「表示順」テキストボックスに半角数字で入力します。 

「修正内容確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 
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「人材モデルとタスクの関連付け」画面が表示され、表示順が入れ替わります。 

 
 

人材モデル・専門分野の表示・非表示設定 
人材モデルと専門分野の表示・非表示設定を行います。 

 

非表示に設定する場合は、人材モデル、専門分野の「非表示」にチェックを入れます。 

「人材モデル」のチェックボックスをクリックすると、人材モデルの専門分野全てが非表示

に設定されます。 

 
 

 

  

［補足説明］ 

人材モデルに対しひとつしか専門分野が追加されていない場合、専門分野のみを 

非表示にすることはできません。 

人材モデルにチェックを入れ

ると、自動的に全てチェックマ

ークが入ります。 
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非表示に設定したいものにチェックを入れ、「修正内容確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
チェックを入れたものが非表示に設定されます。 

非表示に設定したものは「人材モデルとタスクの関連付け」画面で表示されなくなります。 

 
  

非表示に設定した人材モデ

ル、専門分野は、背景灰色で

表示されます。 
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表示状態に戻したい場合は、「非表示」チェックボックスのチェックを外し、 

「修正内容確定」ボタンをクリックします。 

確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 

 
選択した人材モデルが表示に設定されます。 
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フレームワーク設定 

フレームワークの名称設定、有効レベルの設定を行います。 

 

「ファストステップ設定」画面の「フレームワーク設定」画面を表示します。 

 
テキストボックスに、ファストステップで作成したフレームワークの名称を入力します。 

 
テキストボックスに、人材モデルの名前を入力します。 

 

 

 
  

［補足説明］ 

この項目での「人材モデル名称」とは、フレームワークに対する人材モデル全体の 

名称を指します。 
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テキストボックスに、専門分野の名前を入力します。 

 

 
「タスクフレームワーク」を追加する場合は、 

チェックボックスにチェックを入れ、テキストボックスにタスクフレームワークの名前を 

入力します。 

 

 

専門分野毎に有効レベルを設定します。 

 
  

［補足説明］ 

この項目での「専門分野名称」とはフレームワークに対する専門分野全体の名称を指し

ます。 

必須項目ではありませんので未入力でも構いません。 

［補足説明］ 

タスクフレームワークとは、ファストステップで選択したタスク毎にレベル判定を行うフレー

ムワークです。 
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設定されている有効レベルは、『アンケート入力』で入力したレベル感を元に 

設定されています。 

 

 

個別にレベル範囲を設定する場合はスライダーをドラッグアンドドロップします。 

スライダーを移動させ最小レベルと最大レベルを設定します。 

レベルは1から10の間で設定します。 

 
 

  

[補足説明] 

背景色が灰色の人材モデル、専門分野は『人材モデル・専門分野の表示・非表示設定』

で非表示に設定したものです。 

 

最大スライダー 最小スライダー 

ドラッグアンドドロップまたは、スライドさせた

い場所でクリックすると移動します。 

 

非表示に設定されている人材

モデル、専門分野 
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「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 
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「フレームワーク設定」で一連のファストステップの作業は終了です。 

「ファストステップ設定画面」が表示されます。 

 
ファストステップの作業が終了しても、すぐにフレームワークが作成されるわけでは 

ありません。 

「状態」欄に「処理中」のアイコンが表示されている間は、しばらくお待ちください。 

 
「状態」欄のアイコンが「完了済」に変化したら完了です。 

 
  

のアイコンは作成中であることを

意味します。 
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ファストステップ再開 

「一時保存」されたファストステップを再開します。 

 

「ファストステップ設定」画面を画面を表示します。 

 
「選択」欄のラジオボタンをクリックします。 

 
 

「再開ステータス」コンボボックスから、再開したい作業を選択します。 

 
「次へ」ボタンをクリックすると、選択した項目から作業が再開されます。 
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選択した項目から作業が再開されます。 

 

[注意事項] 

完了済のファストステップを再開ステータスから再開すると、フレームワークの情報は 

新たに作成したものに上書きされてしまいます。 

既に実務などで利用している場合は、注意してください。 

 
完了済みのファストステップを選択し、次へをクリックすると、確認ダイアログが 

表示されます。 

 

内容を確認してチェックボックスにチェックを入れ、「OK」ボタンをクリックします。 
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ファストステップ削除 

ファストステップの削除を行います。 

 

「ファストステップ設定」画面を画面を表示します。 

 

 

削除したいフレームワークの「削除」ボタンをクリックします。 

 
確認のダイアログが表示されます。 

 

 

内容を確認し、「OK」ボタンをクリックします。 

  

 
選択したデータが削除されます。 

［補足説明］ 

「状態」が「処理中」のフレームワークは削除ができません。 

 

［補足説明］ 

削除されるのはファストステップ一時保存のデータです。 

作成済みのフレームワークワークは削除されません。 

処理中 クリックができません 
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文字入力制限一覧 

 

1文字以上40文字以内 

 

1文字以上40文字以内 

表示順 

10桁以下 半角数字 

 

10桁以下 半角数字 

1文字以上40文字以内 

 
1文字以上40文字以内 

 

1文字以上40文字以内 

1文字以上40文字以内 

1文字以上40文字以内 

1文字以上40文字以内 
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スキルレコーディング実施期間管理 

 

機能概要 

スキルレコーディング実施期間の追加、編集、削除を行います。 

スキルレコーディング実施期間とは、習得スキル・目標設定の提出と承認から、 

レベル判定までを行う一連の作業期間です。 

 

メニューからの遷移方法 

・「システム管理者」→「運用管理」→「レコーディング実施期間管理」 
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スキルレコーディング実施期間作成 

スキルレコーディング実施期間の新規作成を行います。 

 

「スキルレコーディング実施期間管理」画面を表示します。 

 

「新規作成」ボタンをクリックします。 

 
「スキルレコーディング実施期間登録」画面が表示されます。 

 
 

提出開始日設定 
提出開始日の設定を行います。 

 

「提出開始日」テキストボックスをクリックします。 
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カレンダーが表示されます。 

提出開始日をクリックします。 

 
「提出開始日」が入力されます。 

 

 

提出終了日設定 
提出終了日の設定を行います。 

 

「提出終了日」テキストボックスをクリックします。 

 
開始日と同じようにカレンダーが表示されるので、終了日を選択します。 

  

[補足説明] 

直接日付を入力することも可能です。 

書式は「2012/07/07」の形で入力して下さい。 

正しくないフォーマットで入力するとエラーメッセージが表示されます。 

 

現在の日付 

前の月を表示します。 

次の月を表示します。 
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「提出終了日」が入力されます。 

 
「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
「スキルレコーディング実施期間管理画面」が表示され、入力したスキルレコーディング実

施期間が追加されます。
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［注意事項］ 

「提出開始日」と「提出終了日」を入力する際は以下の点に注意してください。 

 

「提出終了日」は本日以降を設定する。 

終了日を過ぎた提出期間の登録は行えません。

 
「提出終了日」は「提出開始日」以降の日付を設定する。 

 
 

登録済みのものと、提出期間を重複させない。 

新規に登録する提出期間が、既存のものと重複する場合、登録が行えません。

 

既存の提出期間 

編集した提出期間 
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スキルレコーディング実施期間編集 

スキルレコーディング実施期間の編集を行います。 

 

「スキルレコーディング実施期間管理」画面を表示します。 

 

 

編集を行うスキルレコーディング実施期間の「編集」ボタンをクリックします。 

 
  

［補足説明］ 

背景が青色で表示されている場合は、現在提出期間中です。 

背景が白色で表示されている場合は、提出期間外です。 

 

提出終了日が過ぎた「スキルレコーディング実施期間」は自動的に非表示になります。 

 
 

また、提出期間中のスキルレコーディング実施期間は「提出開始日」を変更することが 

できません。 

変更できるのは「提出終了日」のみとなります。 

 

提出期間中のスキルレコーデ

ィング実施期間 

提出期間外のスキルレコーデ

ィング実施期間 
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「スキルレコーディング実施期間編集」画面が表示されます。 

「提出開始日」テキストボックスをクリックし、編集を行います。 

 
カレンダーが表示されます。 

提出開始日を選択します。 

 
「提出開始日」が入力されます。 

 
 

提出終了日を編集します。 

「提出終了日」テキストボックスをクリックします。 

 
 

前の月を表示します。 

次の月を表示します。 

現在設定されている開始日 
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開始日と同様にカレンダーが表示されるので、終了日を選択します。 

 

「提出終了日」が入力されます。 

 
「確定」ボタンをクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されるので、「OK」をクリックします。 

 
「スキルレコーディング実施期間」の開始日および終了日が変更されます。 
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スキルレコーディング実施期間削除 

スキルレコーディング実施期間の削除を行います。 

 

「スキルレコーディング実施期間管理」画面を表示します。 

 

 

削除を行うスキルレコーディング実施期間の「削除」ボタンをクリックします。 

 
確認のダイアログが表示されます。 

 

確認後、「OK」ボタンをクリックします。 

 
選択したスキルレコーディング実施期間が削除されます。 

 

  

［補足説明］ 

スキルレコーディング実施期間中に習得スキル提出が行われている場合は削除が 

できません。 

 

選択した「スキルレコーディング

実施期間」のナンバーが表示さ

れます。 

鍵アイコンが表示されます。 
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文字入力制限一覧

 
 

 

YYYY/MM/DD 

YYYY/MM/DD 

YYYY/MM/DD 

YYYY/MM/DD 
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年次更新 

 

機能概要 

システムの年次更新を行います。 

年次更新を行うと、年度設定が翌年度へ更新されます。 

システムに登録された様々なデータのバックアップを作成します。 

 

メニューからの遷移方法 

・「システム管理者」→「運用管理」→「年次更新」 
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年次更新実行 

年次更新を行います。 

 

「年次更新」画面を表示します。 

 

 

「年次更新」欄の「当年度」と「翌年度」が正しい年度になっているか確認し、「最終実行日」

を確認します。 

 
 

[注意事項] 

年次更新の実行中は、システム管理者のみログイン可能となります。 

この状態は年次更新が完了するまで続きます。 

年次更新を行う際は注意してください。 

 

システム管理者権限を持たない社員がログインすると、下記のメッセージが表示されま

す。 

 
ログイン中の一般社員も自動的にログアウトされてしまいます。 

 
システム管理者の権限をもつ社員も、システム管理者機能以外利用できなくなります。 

［注意事項］ 

年次更新の取り消しはできません注意してください。 

また、年次更新後の入力データ（習得スキル提出、目標設定など）は翌年度のデータ 

として登録されます。 

実行は一年に一度、慎重に行なってください。 

最後に年次更新を行った日時。 

（初実行の場合は表示されません。） 

現在の年度が表示されます。 

更新後の年度が表示されます。 

システムメンテナンス中 
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確認後、「年次更新ボタン」をクリックします。 

 
確認ダイアログが表示されます。 

内容を確認してチェックボックスにチェックを入れ、「OK」ボタンをクリックします。 

 
年次更新中は以下のプログレスバーが表示されます。 

処理が完了するとプログレスバーの値が100%になります。 

 

プログレスバー 
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[補足説明] 

年次更新はサーバー側で行なっています。 

そのため、年次更新中はログアウトや、ブラウザを閉じても問題はありません。 

 

年次更新が終了すると以下の画面が表示されます。 
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年次更新確認 

年次更新が正しく終了したことの確認を行います。 

 

「年次更新」画面を表示します。 

 

当年度が正しく更新されているかどうかを確認します。 

「最終実施日」が実行かけた日付になっているかを確認します。 

 
 

 

 

 

[注意事項] 

年次更新の実行に失敗すると下図のエラーメッセージが表示されます。 

 
再度「年次更新」のボタンをクリックし、年次更新を実行してください。 

最後に年次更新を行った日時。 

現在の年度が更新されています。 

（2012年→2013年） 


